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東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号   ２

     子どもたちの笑顔のために   子育て支援充実！
　              令和５年度一般会計当初予算可決

出産祝金（第１子－５万円、第２子－ 10万円、第３子以降－ 20万円）
出産・子育て応援給付金（妊娠届出時）５万円　（出生後）５万円
出産育児一時金（分娩時）50 万円（国民健康保険）＊各健康保険制度による
福祉医療　０～ 18 歳まで医療費無料
新生児聴覚検査補助　３千円補助
児童手当０～３歳未満 1.5 万円、３～ 15 歳１万円／月　（所得制限要件有）

子育て支援金（１歳および２歳になる乳幼児１人につきに３万円支給）
乳幼児健診・歯科健診・フッ素塗布無料
チャイルドシート等購入費補助金　購入費の２分の１（上限額２万円）を補助
こども園給食費無料化
遠距離幼児保育所通所費補助金
こども園遠距離通学費補助金

入学祝金（小学生３万円・中学生８万円）
小中学生遠距離通学費補助金
中学生自転車通学ヘルメット補助金
給食費無料化・小学生フッ素塗布　年１回受診券（２千円）
英検・漢検受検料補助金　年間各１回の受検料全額補助
特別支援学校就学援助補助金　月額３千円

入学準備金貸付制度（所得制限なし）
上限高校 20万円・大学等 50万円
通学定期代補助金　電車・バス利用者で月額５千円以上の支出に対し千円を補助
育英資金貸付　高校生月額 15,000 円大学生等月額 5 万円まで無利子貸付（半年毎）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東吾妻町生涯支援年表より一部抜粋）
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出産祝金（第１子－５万円、第２子－ 10万円、第３子以降－ 20万円）
出産・子育て応援給付金（妊娠届出時）５万円　（出生後）５万円
出産育児一時金（分娩時）50 万円（国民健康保険）＊各健康保険制度による
福祉医療　０～ 18 歳まで医療費無料
新生児聴覚検査補助　３千円補助
児童手当０～３歳未満 1.5 万円、３～ 15 歳１万円／月　（所得制限要件有）

０歳児～

1 歳児～

5 歳児

いわしまこども園卒園式

小学生・

中学生

高校生・

大学生等

ぼくたちの声が予算に反映！

第 64 号議会だより特集で
紹介した中学生の要望の中
で多かった「屋外バスケッ
トゴールポスト設置」の意
見が、一般会計当初予算へ
盛り込まれました。

【県内トップクラスの充実した子育て支援】
　入学祝金や給食費無料化早期導入などの町独自政策や、高校生医療
費無料など国・県の基準よりも手厚い支援を行っています。所得制限
を設けない入学準備金貸付制度は全国的にも珍しい画期的な試みです。



３ 東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号

当　　
初　　　 

 予　  　　　  
算   　       　　   

手
厚
い
子
育
て
支
援

　
反
面
、
進
む
少
子
化

　

手
厚
い
子
育
て
支
援
の
一

方
、
年
々
子
ど
も
の
数
は
減

少
し
、
令
和
４
年
度
の
出
生

数
は
31
名
で
し
た
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
ヒ

ン
ト
は
、
議
会
報
告
会
や
中

学
生
・
高
校
生
の
意
見
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
あ
り

ま
す
。「
子
育
て
支
援
の
PR

不
足
」「
空
き
家
バ
ン
ク
の

充
実
な
ど
」
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
を
各
常
任
委

員
会
で
総
括
し
、
予
算
案
へ

の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
全
員
協
議
会
で
の

当
初
予
算
へ
の
質
疑

　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
は

Q
第
３
子
以
降
保
育
料
無
料

化
は
あ
り
が
た
い
が
、
近
隣

町
村
で
は
第
１
子
か
ら
無
料

の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
当
町
で

の
乳
幼
児
数
減
少
の
要
因
の

ひ
と
つ
で
は
な
い
か
。

A
予
算
的
な
も
の
も
含
め
検

　
　

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
学
童
保
育
事
業
の
工
事
請

負
費
の
中
身
は
。

A
学
童
保
育
を
小
学
校
の
中

に
設
置
す
る
方
針
に
よ
り
、

原
町
小
学
校
の
中
に
学
童
保

育
を
移
転
す
る
も
の
。
１
階

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
予
定
し

て
い
る
。

　

移
住
定
住
対
策
の
充
実
を

Q
移
住
相
談
業
務
委
託
料
の

内
容
は
。
も
っ
と
力
を
入
れ

て
欲
し
い
が
。

A
２
名
の
方
に
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
や
移
住

相
談
の
補
助
を
委
託
し
て
い

る
。
お
試
し
物
件
の
管
理
や

案
内
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

新
規
事
業
で
町
の
活
性
化

に
期
待

Q
大
戸
の
仙
人
窟
駐
車
場
整

備
で
地
域
の
活
性
化
を
。

A
仙
人
窟
入
口
の
道
路
の
向

か
い
側
に
駐
車
場
を
設
置

し
、観
光
客
を
誘
致
し
た
い
。

Q
定
住
促
進
事
業
官
民
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
は
。

A
（
株
）
ザ
ス
パ
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
。
観
光
・
健

康
増
進
・
防
災
な
ど
の
連
携

事
業
が
可
能
と
な
る
。

Q
関
係
人
口
創
出
事
業
と

は
。

A
町
外
に
住
ん
で
い
る
方

で
、
東
吾
妻
町
に
関
心
の
あ

る
人
を
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
に
登
録
す
る
ほ
か
、

著
名
な
方
に
ふ
る
さ
と
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
と
し
て
町
の
広
告

塔
に
な
っ
て
も
ら
う
事
業
。

　

高
齢
者
へ
の
支
援
は

Q
交
通
対
策
費
、
自
動
車
誤

発
進
装
置
設
置
費
助
成
の
内

容
は
。

A
助
成
金
額
の
上
限
が
５
万

円
、
５
件
分
を
予
定
。
不
足

分
は
補
正
で
対
応
し
た
い
。

Q
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
助
成
の
中
身
は
。

A
２
分
の
１
助
成
で
、
上
限

５
０
０
０
円
、
50
歳
以
上
を

対
象
と
し
て
い
る
。

Q
中
央
公
民
館
耐
震
工
事
で

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て

い
る
か
。

A
今
回
は
ト
イ
レ
の
改
修
と

耐
震
工
事
の
み
で
、
今
後
考

え
て
い
き
た
い
。

　

農
業
分
野
へ
の
価
格
高
騰

支
援
を

Q
価
格
高
騰
を
受
け
、
燃
料

へ
の
支
援
が
あ
る
が
、
飼
料

や
肥
料
へ
の
支
援
が
な
い
。

隣
町
で
は
そ
れ
ら
の
支
援
に

１
５
０
０
万
円
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
。

A
情
報
収
集
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

財
政
健
全
化
の
た
め
に

Q
町
有
施
設
の
電
気
料
削
減

の
た
め
の
方
策
は
。

A
前
年
度
比
1.5
倍
で
予
算
計

上
。
①
節
電
②
不
要
な
施
設

の
電
気
設
備
を
カ
ッ
ト
③
太

陽
光
に
よ
る
自
家
発
電
の
検

討
等
に
よ
り
削
減
し
た
い
。

Q
ア
イ
デ
ィ
ア
で
ふ
る
さ
と

納
税
の
税
収
ア
ッ
プ
を
。

A
体
験
型
の
返
礼
品
も
含
め

知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き
た

い
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
会
計
総
額
・
歳
入
歳
出
グ
ラ
フ

定例会中の議員全員協議会の主な協議内容

 ・吾妻郡一般廃棄物処理施設の現況について
 ・東吾妻町災害廃棄物処理計画（案 ) について
 ・役場旧庁舎跡地の利活用の計画について
 ・経営戦略計画について（水道事業）

区　　　分 令和４年度末現在高見込額令和５年度末現在高見込額

一 般 会 計 １０８億　１５４万円 １０１億７００４万円

国保特別会計(施設勘定) １１２万円 ０万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ２２億３３１４万円 ２１億１０５７万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 ２億　１１２万円 ２億３３５６万円

水 道 事 業 会 計 ３億８３９９万円 ３億２４２３万円

合　　　計 １３６億２０９１万円 １２８億３８４０万円

▼町債残高一覧表



　　　　　予算編成方針
　令和５年度一般会計当初予算は前年度
と比較して 1.1％の増額となりました。
　限られた財源の中で既存事業の見直し
を行い、 新規事業についても緊急性や必
要性、 費用対効果を精査し、 経費節減
と合理化を図った予算編成を行いました。
　主な歳出は、 旧坂上小学校体育館解
体工事や原町学童保育所移転工事、 原
町小学校体育館補修工事などを計上す
るほか、 衛生費では吾妻郡の一般廃棄
物処理施設の整備事業に備え５０００万
円の基金積立金を計上、 引っ越しワンス
トップ支援サービス事業や帯状疱疹予防
接種費用助成費、
忍びの町ひがしあ
がつま推進事業
など、 多様な町民
ニーズに対応でき
るよう全体的なバ
ランスに配慮した
予算編成を行いま
した。

東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号　４

地方交付税

31億5000万円

37.6%

町税

20億7056万円

24.7%

国庫支出金・

県支出金

10億2790万円

12.3%

町債

5億3300万円

6.4%

諸収入ほか

7億6440万円

9.1%

繰入金

5億2066万円

6.2%

繰越金

2億1000万円

2.5%

使用料及び手数料

8374万円

1.0% 分担金及び負担金

1071万円

0.1%

歳入歳出合計　　
　83億７１００万円

民生費

17億8941万円

21.4%

教育費

12億6334万円

15.1%

総務費

13億1405万円

15.7%

公債費

12億1179万円

14.5%

土木費

8億 566万円

9.6%

衛生費

6億6639万円

8.0%

農林水産業費

4億9242万円

5.9%

消防費

4億2089万円

5.0%

商工費

2億6431万円

3.2%

議会費

8931万円

1.1% 諸支出金ほか

5339万円

0.6%

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
︑
３
月
６
日
か
ら
17

日
ま
で
の
12
日
間
︑
役
場
庁
舎
３
階
の
議
会
議
場
で

開
か
れ
ま
し
た
︒

　

会
期
中
︑
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和
５
年
度
の

当
初
予
算
や
条
例
の
改
正
︑
令
和
４
年
度
の
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
（
議
案
な
ど
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
︑
13
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）︒

　

な
お
︑
町
政
一
般
質
問
に
は
３
人
の
議
員
が
登
壇

し
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
10
か
ら
12
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）︒

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
︑
３
月
６
日
か
ら

日
ま
で
の

  ３
月
定
例
会

で
決
ま
っ
た
こ
と

令和５年度一般会計当初予算

歳出は、衛生費が前年度比 24.0％増、農林
水産業費が 28.3％の増。前年度自立分散型
エネルギー導入事業が終了したため、教育
費は 12.9％の減です。

歳入は、固定資産税の増により町税が前年
度比 9.4％の増。地方交付税は前年度比 1.6％
の増。町債は前年度比 31.7％の減となって
います。
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仙人窟駐車場整備事業　　          　　  900 万円

忍びの町ひがしあがつま推進事業・忍者プロ
ジェクト事業委託料 　                          3400 万円

消防ポンプ自動車購入事業　               3500 万円
小学校施設補修工事　　　　              5342 万円
中央公民館耐震改修設計業務委託料
　　　　　　　　　　　　　              1000 万円
坂上公民館照明 LED 化事業　                448 万円
社会体育施設整備事業　      　               970 万円

役
場
庁
舎
に
映
し
出
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

大
戸
地
区
仙
人
窟

旧坂上小学校体育館解体工事　        6600 万円 

官民連携プロジェクト事業     　　      164 万円
ふるさとサポーターズ事業    　　         56 万円
自動車誤発進防止装置設置費補助金（交通対
策費）　　　　　　　       　　　    　    25 万円
引っ越しワンストップ支援サービス事業（住
民基本台帳）　　　     　　    　　  　  291 万円
コンベンションホール改修事業     　 800 万円
出産・子育て応援給付金　  　    　    420 万円
学童保育所改修工事　　                 　2728 万円
帯状疱疹予防接種費用助成費     　        15 万円
若年がん患者在宅療養支援事業助成金　　　
　　　　　　  　　                 　　　       35 万円
住宅用再生可能エネルギーシステム設置費補
助金　　　　 　　                 　　　     500 万円
吾妻郡一般廃棄物処理施設整備基金積立金　
　　　　　　 　                  　　　      5000 万円
農地耕作条件改善事業（烏帽子・霜田地区）
　 　　　　　                       　　  1 億   422 万円

旧
坂
上
小
学
校
体
育
館

全体的なバランスに配慮した令和５年度注目新規事業

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
激
論
！　

本
会
議
質
疑 ▼町債残高の推移

▼令和５年度会計別予算額（歳入 ･ 歳出）

83億7100万円 82億7700万円 1.1%

16億8287万円 16億 797万円 4.7%

6919万円 7091万円 ▲ 2.4%

2億3652万円 2億2938万円 3.1%

18億8047万円 18億7743万円 0.2%

776万円 4161万円 ▲ 81.3%

5億3962万円 5億5780万円 ▲ 3.3%

1億5669万円 1億3664万円 14.7%

会　　計　　名

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

一 般 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

　　　　　〃  　　　（施設勘定）

令和５年度 令和４年度 対前年比

令和５年度 令和４年度 令和５年度 令和４年度

収益的  2億1670万円  2億 349万円  2億1631万円  2億 335万円

資本的  1億3710万円  1億4240万円  2億2970万円  2億3737万円
水道事業会計

公営企業会計名
収　　　　入 支　　　　出

148億9677万円
144億7515万円

142億6810万円
136億2091万円

128億3840万円

125億円 135億円 145億円 155億円

元 年 度 末 現 在 高
２ 年 度 末 現 在 高
３ 年 度 末 現 在 高
４年度末現在高見込額
５年度末現在高見込額

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 は、
発電事業と情報通信事業を
一般会計へ組み替えたため、
前年度比 81.3％の減となり
ました。
一般会計は、前年度比 1.1％
9400 万円の増です。
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定
例
会
本
会
議
で

　

の
当
初
予
算
へ
の
質
疑

医
師
確
保
へ
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

議
員　

原
町
赤
十
字
病
院
運

営
費
助
成
金
４
０
０
０
万
円

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
予

算
は
運
営
費
補
助
・
医
師
確

保
・
機
器
整
備
合
わ
せ
て

約
４
４
８
０
万
円
だ
っ
た
。

５
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
し
一

括
り
に
し
た
理
由
は
。

保
健
福
祉
課
長　

運
営
費
助

成
は
、
医
師
確
保
・
機
器
整

備
を
含
め
た
金
額
で
一
本
化

し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
、

経
営
状
況
を
見
な
が
ら
特
別

交
付
税
の
上
限
を
根
拠
に
計

上
し
た
。

企
画
課
長　

原
町
日
赤
運
営

費
補
助
金
は
救
急
告
示
病
院

で
国
か
ら
特
別
交
付
税
が
算

定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
東
吾

妻
町
･
中
之
条
町
･
高
山
村

で
特
別
交
付
税
の
対
象
に
な

る
運
営
費
助
成
金
で
人
口
割

り
等
で
案
分
し
て
い
た
。
内

約
１
９
０
０
万
円
を
東
吾
妻

町
が
出
し
て
い
た
。
昨
年

度
、
病
院
の
経
営
状
況
の
改

善
に
よ
り
、
中
之
条
・
高
山

が
運
営
費
助
成
金
を
出
さ

な
い
決
定
を
し
、
当
町
の

１
９
０
０
万
円
の
８
割
し
か

交
付
金
が
こ
な
か
っ
た
。
今

年
度
は
当
町
で
特
別
交
付
税

の
算
定
額
３
９
０
０
万
円
の

８
割
を
交
付
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
も

中
之
条
・
高
山
が
継
続
し
て

助
成
金
を
出
す
話
が
な
い
の

で
、
４
０
０
０
万
円
で
運
営

費
の
補
助
を
出
す
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
。
予
算
上
は

一
本
化
し
て
、
県
に
報
告
す

る
必
要
が
あ
る
。

議
員　

現
在
運
営
状
況
が
向

上
し
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ナ

病
床
設
置
に
よ
り
国
県
か
ら

の
補
助
が
あ
る
か
ら
で
、
医

業
収
益
の
部
分
が
向
上
す
る

の
が
難
し
い
の
は
変
わ
ら
な

い
。
補
助
金
が
出
た
か
ら
い

い
と
い
う
考
え
で
い
く
の

か
。
他
町
村
も
巻
き
込
ん
で

地
域
の
た
め
に
医
師
確
保
を

頼
ん
で
い
く
の
か
。

企
画
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
が
、
毎
年
日
赤
の
決
算
書

を
見
て
判
断
し
て
い
る
。
令

和
３
年
度
決
算
で
は
黒
字
が

出
て
お
り
、
そ
の
前
ま
で
は

赤
字
だ
っ
た
が
、
令
和
２
年

度
を
境
に
Ｖ
字
回
復
し
て
い

る
。

議
員　

黒
字
だ
か
ら
と
い
う

考
え
だ
が
、
医
師
を
確
保
し

な
け
れ
ば
地
域
医
療
の
質
が

落
ち
て
し
ま
う
。
医
師
確

保
の
名
目
で
助
成
し
、
医

師
確
保
の
た
め
の
努
力
を

続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

１
５
０
０
万
円
の
補
助
が
必

要
だ
。
町
長
は
他
町
村
に
対

し
て
も
し
っ
か
り
と
調
整
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

原
町
赤
十
字
病
院

は
、
吾
妻
郡
の
中
核
病
院
、

災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
３
町
村
で
協
力
し

て
き
た
。
今
回
黒
字
化
し
中

之
条
・
高
山
は
支
援
し
な
い

判
断
だ
が
、
我
が
町
は
誠
意

を
も
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
今
後
赤
字
と
な
れ
ば
2

町
村
も
当
然
支
援
を
し
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、

東
吾
妻
町
が
し
っ
か
り
と
助

言
を
し
、
健
康
と
命
の
た
め

に
必
要
な
病
院
の
存
続
を
補

助
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
て
い
る
。

黒
字
経
営
で
も
地
域
医
療
継

続
の
た
め
の
補
助
か

議
員　

原
町
日
赤
の
経
営
が

黒
字
化
さ
れ
れ
ば
補
助
金
が

削
減
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
た
が
、
他
町
村
が
手
を
引

い
た
現
状
の
中
で
、
当
面
の

間
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め

の
予
算
と
し
て
理
解
す
れ
ば

い
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

今
後
の
経

営
状
況
も
あ
る
が
、
当
面
は

こ
う
い
っ
た
形
で
進
め
て
い

き
た
い
。

青
柳
議
員　

最
大
の
効
果
・

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
予
算

編
成
方
針
で
、
昨
年
の
箱
島

湧
水
の
ト
イ
レ
に
続
き
坂
上

地
区
の
仙
人
窟
駐
車
場
整
備

が
入
り
地
域
の
資
源
観
光
を

広
げ
た
。
農
村
整
備
で
烏
帽

子
地
区
・
霜
田
地
区
に
農
地

耕
作
条
件
改
善
予
算
が
入
っ

た
こ
と
は
関
係
者
の
安
心
に

つ
な
が
る
。
町
民
の
安
心
と

健
康
の
た
め
、
自
動
車
誤
発

進
装
置
補
助
と
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
補
助
は
町
民
の

喜
び
の
声
が
聞
け
た
事
業
だ
。

県
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創

出
支
援
事
業
を
活
用
し
て
町

内
周
遊
と
旅
の
目
的
地
と
な

る
た
め
の
事
業
は
、
ブ
ラ
ン

ド
力
を
上
げ
る
期
待
が
持
て

る
。
高
齢
者
の
社
会
保
障
の

予
算
が
増
え
て
い
る
が
、
無

駄
を
排
し
安
心
の
町
を
維
持

し
て
も
ら
い
た
い
。
人
口
減

少
は
一
番
の
課
題
だ
が
、
大

胆
に
町
の
魅
力
を
出
す
施
策

を
重
点
化
し
た
こ
と
や
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

賛
　
成
　
討
　
論

定
例
会
本
会
議
で

　

の
当
初
予
算
へ
の
質
疑

医
師
確
保
へ
の
強
い
メ
ッ

　
　

　

の
当
初
予
算
へ
の
質
疑

   　激
論
！

本
会
議
質
疑災

害
拠
点
病
院
・
原
町
日
赤



■
東
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

使
用
を
許
可
で
き
な
い
条

件
に
「
暴
力
行
為
又
は
不
法

行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
を
追

加
す
る
ほ
か
、
語
句
の
整
理

を
行
う
条
例
改
正
で
す
。

　

質　

疑

議
員　

追
加
さ
れ
た
文
言
で

は
、
実
際
に
ど
う
や
っ
て
見

極
め
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で

や
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
。

県
の
条
例
等
で
は
、
明
確
に

暴
力
団
対
策
法
と
い
う
上
位

法
を
き
ち
ん
と
あ
て
て
そ
れ

に
該
当
す
る
団
体
、
構
成
員

が
加
わ
っ
て
い
る
団
体
な
ど

も
含
め
て
規
制
の
対
象
と
し

て
い
る
。
中
央
公
民
館
の
貸

し
借
り
の
中
で
、
裁
判
に
な

り
敗
訴
し
た
こ
と
も
あ
る
の

で
、
こ
う
い
っ
た
使
用
規
定

は
明
確
に
定
め
て
お
か
な
い

と
、
携
わ
っ
た
職
員
が
責
任

を
問
わ
れ
か
ね
な
い
。
規
則

な
ら
規
則
で
い
い
の
で
、
ど

う
明
確
に
定
め
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

暴
力
行
為

は
人
だ
け
で
な
く
物
に
も
該

当
す
る
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
こ
の
文
面
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
文
言
を
入
れ
る
と

規
制
が
し
や
す
く
な
る
こ
と

は
事
務
的
に
あ
る
が
、
対
象

と
な
る
部
分
が
狭
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
幅
広
い
意
味

で
考
え
て
い
る
。
実
際
に
は

申
請
書
の
内
容
を
吟
味
し
て

い
く
。

議
員　

携
わ
っ
た
担
当
職
員

や
町
民
が
不
利
益
を
被
ら
な

い
よ
う
に
規
則
を
定
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

社
会
教
育
課
長　

公
の
施
設

は
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
使

用
す
る
者
が
正
当
な
理
由
が

な
い
限
り
拒
む
こ
と
が
で
き

な
い
。
使
用
に
あ
た
っ
て
も

不
当
な
差
別
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
自
治
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。
規
則
の
改
正

は
内
部
で
調
整
し
、
例
規
担

当
と
も
相
談
し
て
検
討
す
る
。

町
長　

議
員
の
温
か
い
気
配

り
の
あ
る
提
言
で
、
規
則
を

き
ち
っ
と
定
め
て
町
民
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　

◆

議
員　

暴
力
行
為
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
見
極
め
て
い
く
の

か
聞
き
た
い
。申
請
時
に
、信

用
を
し
て
貸
す
の
が
前
提
で
、

後
で
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
文
言
を
載
せ
て
く
必
要

が
あ
る
。
後
々
問
題
に
な
っ

た
と
き
に
、
町
が
こ
れ
だ
け

幅
広
い
意
味
で
や
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
解
決
が
難
し
い

文
言
だ
と
思
わ
れ
る
。
幅
広

い
と
い
う
意
味
で
対
応
で
き

る
と
考
え
た
の
は
ど
う
い
う

意
味
か
。

社
会
教
育
課
長　

上
位
法
で

あ
る
地
方
自
治
法
の
公
の
施

設
の
規
定
に
、「
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
は
は
な
ら

な
い
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
が

優
先
に
な
る
。
申
請
が
来
た

際
に
面
談
し
、
内
容
を
よ
く

吟
味
し
て
処
理
し
て
い
く
。

暴
対
法
も
上
位
法
に
な
る
の

で
何
か
あ
っ
た
時
に
は
そ
ち

ら
が
優
先
と
考
え
る
。

議
員　

上
位
法
に
則
っ
た
形

で
条
例
を
定
め
る
の
が
適
当

で
は
な
い
の
か
。
恐
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
時
、
ど
こ

で
見
極
め
る
の
か
と
疑
問
に

思
う
。
担
当
職
員
が
困
ら
な

い
規
則
を
作
る
の
が
基
本
で

は
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長　

必
要
が
あ

れ
ば
今
後
内
容
を
検
討
し
て

問
題
の
な
い
よ
う
に
、
条
例

改
正
も
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　

◆

議
員　

申
込
書
に
一
文
、
暴

力
団
等
で
な
い
こ
と
の

チ
ェ
ッ
ク
を
い
れ
る
項
目
を

増
や
す
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル

を
回
避
す
る
な
ど
解
決
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長　

申
込
書
の

様
式
が
規
則
で
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
規
則
改
正
を
す

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

ど
こ
の
申
請
書
も
そ

う
い
っ
た
文
言
が
あ
る
の
で
、

虚
偽
を
し
た
段
階
で
そ
の
後

訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
転

ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て
の
規
則

を
作
っ
て
お
く
。
細
か
い
こ

と
を
条
例
に
入
れ
て
も
難
し

い
の
で
、
申
込
書
に
一
文
入

れ
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

副
町
長　

各
議
員
の
意
見
を

十
分
踏
ま
え
、
町
民
や
職
員

に
不
利
益
が
な
い
よ
う
規
則

の
作
成
を
し
て
い
き
た
い
。

７ 東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号

条　

例　

関　

係

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

コンベンションホールでの催し



東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号　 8

　
出
産
育
児
一
時
金

　
　
　

50
万
円
に
増
額

■
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
出
産
し
た
場
合

の
出
産
育
児
一
時
金
の
総
支

払
額
が
50
万
円
に
な
る
よ
う

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
　

保
育
所
・
こ
ど
も
園
な

ど
の
入
所
手
続
き
等
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化

■
東
吾
妻
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
他
２
件

　

通
常
書
類
で
の
申
請
が
必

要
な
保
育
所
や
こ
ど
も
園
の

入
所
手
続
き
な
ど
を
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
（
＊
）
を
利
用

す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
手
続
き
が
可
能
に
な

る
よ
う
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
入
所
手
続

き
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が

可
能
に
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

＊
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、

行
政
の
サ
ー
ビ
ス
や
手
続
き

を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
簡
単
に
検
索
で
き
、

手
続
き
に
よ
っ
て
は
そ
の
ま

ま
申
請
で
き
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
意
し
、
パ

ソ
コ
ン（
IC
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
）

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
登
録

す
る
こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
第
３
次
東
吾
妻
町
職
員
定

員
適
正
化
計
画

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
で
き
る
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
新
規
採
用
者
数
を
は

じ
め
と
す
る
定
員
管
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
具
体
的
指

針
と
す
る
べ
く
策
定
し
た
も

の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
令
和
５
年
か

ら
令
和
９
年
の
５
年
間
で
、

定
年
引
き
上
げ
に
伴
う
定
員

管
理
の
あ
り
方
に
も
考
慮
し
、

令
和
９
年
度
の
目
標
数
値
を

２
０
０
人
に
設
定
し
ま
し
た
。

■
東
吾
妻
町
第
２
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　

町
政
運
営
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
指

針
を
示
す
東
吾
妻
町
第
２
次

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
９
年

度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
、
前
期
基
本
計
画
の

５
年
間
が
令
和
４
年
度
で
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で

す
。
人
口
減
少
と
上
信
自
動

移
転
し
て
５
年
目
に
な
る
役
場

庁
舎

41

マイナちゃん

出
産
育
児
一
時
金

　
　
　

50

  　　そ
の
他

　
決
ま
っ
た
こ
と

■
町
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

　

町
道
16
路
線
を
廃
止
し
、

新
た
に
４
路
線
を
認
定
し
ま

し
た
。

　

質　

疑

議
員　

郷
原
古
谷
地
区
の
町

道
５
２
４
６
号
線
が
廃
止
さ

れ
る
が
、
こ
の
道
は
潜
龍
院

に
続
く
道
路
で
観
光
客
も
多

く
通
行
す
る
。
町
道
か
ら
農

道
扱
い
に
な
っ
て
も
、
観
光

客
や
登
山
客
が
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
町
と
し
て
も
約

束
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

潜
龍
院
に
続
く
こ
の

道
は
、
観
光
客
や
地
元
の
方

た
ち
に
と
っ
て
も
大
事
な
道

で
あ
る
の
で
、
町
道
か
ら
農

道
に
な
っ
た
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

訪ねてみませんか？

　潜龍院とは、 岩櫃山の麓郷原

古谷地区にあり、 真田昌幸が武

田勝頼を招くために建てられた屋

敷跡だと伝わります。

　戦国時代に思いをはせ、

訪ねてみませんか？



車
道
開
通
に
的
確
に
対
応

し
、
将
来
を
見
す
え
た
町
づ

く
り
と
す
る
た
め
今
後
５

年
間
に
重
点
的
に
取
り
組

む
施
策
を
設
定
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
定
数
を

６
名
に

■
東
吾
妻
町
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

町
議
会
の
議
員
定
数
が

14
名
か
ら
12
名
に
削
減
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現
在
各

７
名
の
総
務
建
設
常
任
委

員
会
と
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
の
定
数
を
各
６
名
に

変
更
す
る
議
員
発
議
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
大
規
模
改
修
工
事
。

●
契
約
金
額
…
６
４
３
５

万
円

●
契
約
相
手
…
南
波
建
設

株
式
会
社　

代
表
取
締
役

　

南
波　

将
彦
（
原
町
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
２
４

万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
87
億
６
４
６
８

万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。
事
業
確
定
見
込
み
に
よ

る
減
額
が
主
な
理
由
で
す
。

　

主
な
追
加
予
算

定
住
促
進
事
業
住
宅
取
得
奨

励
費
補
助
金　

５
０
０
万
円

保
育
所
運
営
事
業
（
備
品
購

入
費
）　  　
　

１
３
１
万
円

町
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　

１
８
０
万
円

民
有
林
造
林
保
育
事
業
補
助

金　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

治
山
事
業　
　

２
７
６
万
円

9 東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号

会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 △2億 124万円 87億6468万円

国民健康保険特別会計(事業勘定) △304万円 17億2988万円

国民健康保険特別会計(施設勘定) △419万円 6734万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 △498万円 2億2440万円

介 護 保 険 特 別 会 計 △5680万円 19億2741万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 △955万円 5億6418万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 △2436万円 1億2155万円

▼補正予算一覧

事　　　　　業　　　　　名 金　　額

第２次総合計画後期基本計画策定事業 385万円

交通結節点基本構想策定事業 513万円

定住促進事業住宅取得奨励補助金交付事業 1461万円

太陽光発電システム設置費補助金事業 186万円

農地耕作条件改善事業 520万円

東吾妻町住宅新築改修等補助金 693万円

中小事業者感染症対策及びSDGｓ推進補助金 500万円

忍びの町ひがしあがつま推進事業 65万円

観光管理費 1589万円

法定外公共物再整備事業 569万円

一般廃棄物処理施設アクセス道路整備事業 940万円

上信自動車道関連事業 7321万円

防火水槽修繕工事 200万円

ケーブルテレビ設備維持管理事業 239万円

▼令和５年度に繰り越すことが決まった事業

令
和
４
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

今回の陳情
陳

情

継続
審査

日本全体で解決すべき問題として、普天間基
地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の
安全の保障を求める陳情

 コドソラ
         代表　与那城千恵美

総務建設常任委員会

陳

情

継続
審査

庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・
配達・集金を自粛するよう求める陳情

 江田保則 総務建設常任委員会

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
議
員
が
町
政
を
問
う　

一
般
質
問



Q
ゴ
ミ
の
集
積
所
の
環

境
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

町
内
の
集
積
所
を
見
る
と

地
面
に
直
接
野
積
み
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
や
保
管
庫

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

野
生
動
物
な
ど
に
荒
ら
さ

れ
、
生
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱
し

て
い
る
状
況
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
何
度
と
な
く
景
観
が

損
な
わ
れ
た
り
、
悪
臭
で
不

快
な
思
い
を
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
私

の
知
る
限
り
、
散
乱
を
防
ぐ

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
住
民
が
自
発
的
に
費
用

も
手
間
も
か
け
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
収
集
場
所
の
環

境
美
化
を
重
要
な
問
題
と

捉
え
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
保

管
箱
や
網
な
ど
の
設
置
の

検
討
を
願
う
。
な
お
、
予
算

の
問
題
等
も
あ
る
。
補
助
金

制
度
を
拡
充
し
、
普
及
を
推

進
す
る
施
策
の
導
入
も
併

せ
て
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
現
在
、
町
内
に
は
一
般

ゴ
ミ
収
集
場
所
が
７
４

３
箇
所
、
資
源
物
収
集
場
所

が
２
６
８
箇
所
あ
る
。

　

収
集
場
所
の
環
境
保
全

策
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お

い
て
独
自
の
ボ
ッ
ク
ス
的
設

備
な
ど
を
設
置
し
た
り
、
定

期
的
に
清
掃
を
行
っ
た
り
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
は
ご
み

散
乱
防
止
ネ
ッ
ト
の
配
布
に

よ
り
、
集
積
ご
み
の
散
乱
防

止
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ボ
ッ
ク
ス
的
設
備
が
な
い

こ
と
で
鳥
獣
の
い
た
ず
ら
や

強
風
に
よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱
の

問
題
が
生
じ
、
そ
れ
ら
の
片

付
け
に
負
担
を
負
う
こ
と
に

な
る
場
面
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
反
面
、

ボ
ッ
ク
ス
的
設
備
を
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
で
恒
久
的
な

設
備
の
設
置
に
伴
い
長
期
的

な
占
有
に
よ
る
土
地
の
制
約

が
発
生
す
る
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
ま
た
、
ゴ
ミ
袋
が
見

え
に
く
く
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
内
容
物
の
マ
ナ
ー
悪
化

の
懸
念
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

収
集
場
所
へ
の
ボ
ッ
ク
ス
的

設
備
の
設
置
ま
た
は
設
置
費

助
成
制
度
を
創
設
す
る
予
定

は
な
い
。
ゴ
ミ
収
集
場
所
の

運
用
管
理
は
、
地
域
の
理
解
、

協
力
の
も
と
に
成
り
立
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
現
在
の
仕

組
み
を
維
持
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応

答
は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
︒
本

会
議
中
の
正
確
な
や
り
取
り
に

つ
い
て
は
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
（
６
月
中
に
掲
載
予

定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

 

　3議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問

ゴ
ミ
の
保
管
庫
や
網
等
の
設

置
、
普
及
を
促
進
す
る
政
策
を

ボ
ッ
ク
ス
的
設
備
の
設
置
、
設
備
費

助
成
制
度
を
創
設
す
る
予
定
は
な
い

ＱA

も き け ん じ　　　　　　

茂 木 健 司 議 員

東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号　１０

地域で設置しているゴミの保管庫



           

Q
町
で
は
得
意
技
を
持
っ

て
い
る
人
を
見
出
し
、

○
○
忍
者
と
称
し
て
紹
介

し
て
き
た
が
、
忍
者
探
し
は

継
続
す
る
の
か
。
ま
た
、
住

民
の
知
恵
を
借
り
、
住
民
主

体
で
自
在
に
活
躍
で
き
る

よ
う
押
し
出
す
町
の
姿
勢

を
伺
う
。

A
住
民
が
主
人
公
に
な
れ

る
町
つ
く
り
を
目
指
し

「
ロ
ッ
ク
な
人
」
を
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
や
広
報
で
紹
介

し
て
き
た
。
町
内
に
は
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
忍
者
が

潜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

紹
介
し
、「
お
ら
が
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
」
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
推
進
し
て
い
た
だ

く
。

Q
大
勢
の
人
を
1
度
に
集

め
ら
れ
な
い
社
会
様
式

と
な
っ
た
。
住
民
の
あ
ら
ゆ

る
面
の
得
意
技
を
紹
介
す

る
事
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
常
設
で
き
る
場
所
が
欲

し
い
。
山
あ
い
に
住
む
高
齢

者
の
知
恵
は
す
ご
い
。
ロ
ー

プ
結
び
は
あ
る
年
齢
以
上

の
方
は
で
き
る
が
都
会
の

人
や
こ
ど
も
達
に
は
忍
術

の
よ
う
だ
と
い
う
。
布
を
割

き
折
り
に
し
洋
服
を
仕
立

て
上
げ
る
方
、
古
い
セ
ー

タ
ー
を
ほ
ど
き
か
わ
い
ら

し
い
人
形
を
作
る
方
。
お
饅

頭
や
1
度
に
た
く
さ
ん
と

れ
る
野
菜
を
漬
物
や
干
し

て
お
い
し
い
総
菜
に
す
る

方
な
ど
忍
者
並
み
の
技
を

持
っ
て
い
る
高
齢
者
が
た

く
さ
ん
い
る
。
生
活
に
根
付

い
た
技
は
こ
こ
に
し
か
な

い
忍
術
だ
。
こ
れ
ら
を
学
ぶ

「
あ
が
つ
ま
塾
」「
忍
術
ス

ク
ー
ル
」
な
ど
町
独
自
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
年
齢
関
係
な

く
参
加
で
き
る
卒
業
の
な
い

町
民
大
学
が
欲
し
い
。

A
官
民
連
携
の
「
お
ら
が

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
」
で
考
案

し
た「
え
び
ば
で
忍
者
計
画
」

を
推
進
し
て
住
民
の
誰
も
が

主
人
公
に
な
れ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
当
町
は
地

盤
も
強
固
で
災
害
も
少
な
く

風
景
も
よ
い
と
素
晴
ら
し
い

芸
術
家
も
集
ま
っ
て
き
て
い

る
。
住
民
の
作
品
展
示
な
ど

の
可
能
性
も
考
え
、
町
づ
く

り
の
機
運
を
図
っ
て
い
く
。

Q
原
町
駅
南
の
活
用
で
食

や
町
独
特
の
文
化
の
発

信
を
。
A
駅
南
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
策
定
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
機
運
醸
成
を
図
る
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   住民主体の町づくりを

特技や生き様を取材して紹介をしていく

　　　　  　　　　  Ｑ

A

あ お や ぎ　　　　　　　　　　　

青柳はるみ議員
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文
化
で
立
つ
町
に

用
途
廃
止
し
た
公
共
施
設
の
利
活
用
に
文

化
活
動
の
拠
点
な
ど
視
野
に
入
れ
て
い
く

ＱA

ロープ結びの技を学ぶ学生



Q
「
東
吾
妻
町
第
２
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
が
可
決
さ
れ
た
。
令
和

９
年
ま
で
を
見
す
え
た
こ
の

計
画
は
、
重
点
施
策
と
関
連

分
野
の
つ
な
が
り
が
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
評
価
で
き
る
。

町
政
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

弱
者
の
視
点
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

A
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
や
生

活
環
境
、
経
済
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
町
民
に
寄

り
添
っ
た
、
人
に
優
し
い
町

政
を
実
現
す
る
た
め
、
後
期

基
本
計
画
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
。

Q
後
期
基
本
計
画
に
よ
れ

ば
令
和
12
年
の
わ
が
町

の
推
計
人
口
は
一
万
人
を
切

る
。
住
民
基
本
台
帳
に
よ
れ

ば
２
月
末
時
点
で
、
令
和
４

年
度
の
出
生
は
26
人
で
、
人

口
の
減
少
は
深
刻
で
あ
る
。

人
口
グ
ラ
フ
を
作
成
し
転

入
転
出
に
つ
い
て
調
べ
て

み
る
と
、
各
年
齢
層
と
も
、

わ
が
町
は
転
出
超
過
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
等
教

育
終
了
後
進
学
や
就
職
の

た
め
こ
の
町
を
離
れ
た
人

が
、
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
少

な
い
。
０
歳
か
ら
10
歳
の
子

ど
も
の
転
出
超
過
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
も
転
出
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
之

条
町
や
高
山
村
・
川
場
村
は

子
ど
も
の
転
入
が
多
い
。
若

い
世
代
が
実
家
か
ら
離
れ

よ
う
と
し
た
時
、
わ
が
町
か

ら
他
町
村
へ
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

対
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

A 

子
ど
も
子
育

て
の
対
策
と

し
て
、
不
妊
治
療
・

出
産
宿
泊
補
助
・
医

療
費
無
料
・
給
食
費

無
料
な
ど
を
実
施

し
、
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
支
援
策
を

継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Q 

離
婚
し
て
心

傷
つ
い
た
人

が
、
実
家
に
身
を
寄

せ
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
安
定
し
た
職
場

と
新
し
い
人
間
関

係
を
求
め
て
い
る
。

優
し
く
迎
え
入
れ

る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
施
策
が
あ

る
か
。

A 

心
の
安
定
の
た
め
に
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
育
成

事
業
を
進
め
て
い
る
。医
療
・

福
祉
の
充
実
や
社
会
基
盤

の
整
備
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

Q 

移
住
政
策
の
対
象
者
と

し
て
、
都
会
か
ら
実
家

に
戻
り
再
出
発
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
に
目
を
向
け
、

わ
が
町
に
住
み
続
け
て
も

ら
う
た
め
の
住
宅
政
策
や

雇
用
政
策
を
作
っ
て
い
く

べ
き
だ
。

A 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

と
し
て
最
大
30
万
円
の

制
度
が
あ
る
。
わ
が
町
の
良

い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
永
く
住
み
続
け
て
も
ら

え
る
政
策
を
実
行
し
て
い

く
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

10
年
後
を
見
つ
め
た
町
づ
く
り
を

総
合
計
画
を
基
本
に
、
人
に
優
し
い
町
を

作
っ
て
い
く

ＱA

ね づ み つ ぎ 　 　 　 　 　

根 津 光 儀 議 員

町民課資料より作成
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１３　 東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

東吾妻町箱島小水力発電基金条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

吾妻郡一般廃棄物処理施設の整備に係る東吾妻町負担分の費用に関する基金条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町国民健康保険条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例
の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

岩櫃城跡保存整備委員会条例を廃止する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町コンベンションホール設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 14 11 2 可 ‐ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条
例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町特別職の職員で非常勤のもの及び各種委員会の委員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町一般会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町国民健康保険特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町介護保険特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町地域開発事業特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町下水道事業特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町簡易水道特別会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和５年度東吾妻町水道事業会計予算 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町一般会計補正予算（第５号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第３号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

令和４年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第４号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

第３次東吾妻町職員定員適正化計画 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町第２次総合計画後期基本計画の策定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町過疎地域持続的発展計画の変更 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

町道路線の廃止 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

町道路線の認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

工事請負契約の締結 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

東吾妻町議会委員会条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/16

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第１回　定例会（令和５年３月６日～１７日）

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
高
校
生
が
議
会
に
聞
き
た
い
こ
と



東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号　 １４

吾
妻
線
を
利
用
し
や
す
く

　

高
校
生
が
町
議
会
に
聞
き
た
い
こ

と
や
提
案
し
た
い
こ
と
。

　

そ
の
半
分
を
占
め
た
の
が
、
電
車
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
し
や
す

く
し
、
交
通
弱
者
で
も
住
み
よ
い
町
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
で
す
。

【
な
な
み
】
下
校
時
に
ち
ょ
う
ど
い
い
電

車
が
な
く
、
一
時
間
以
上
待
つ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
高
校
生
に
と
っ
て
大
切
な

移
動
手
段
で
あ
る
吾
妻
線
の
見
直
し
を

希
望
し
ま
す
。

【
陸
斗
】
い
つ
も
私
た
ち
が
利
用
し
て

い
る
電
車
の
本
数
を
町
や
議
会
の
力

で
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
吾
妻
線
は
、
私
た
ち
の
通
学
手

段
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

住
民
の
重
要
な
移
動
手
段
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
上
で
も

欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
で
す
。
ぜ
ひ

町
を
あ
げ
て
吾
妻
線
活
性
化
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

吾
妻
線
の
時
刻
表
を
決
め
る
の
は

JR
東
日
本
で
、
町
や
議
会
が
直
接
決

定
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
吾
妻
線
は
赤
字
路
線

で
あ
り
、
存
続
を
危
ぶ
む
声
も
あ
り

ま
す
の
で
、
増
発
の
要
望
も
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
吾
妻
線
の
利
用

者
を
増
や
し
活
性
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
人
口
減
少
・
少
子
化
・

コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
客
の
減
少
な
ど
で
厳

し
い
状
況
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
吾
妻
線
を
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
乗
客
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
、
各
駅
の
ト
イ
レ
の
設
置
・
管

理
や
駐
車
場
の
無
料
化
、
群
馬
原
町

駅
舎
に
観
光
協
会
の
事
務
所
を
移
設

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
車

や
バ
ス
で
遠
距
離
通
学
を
す
る
高
校

生
の
保
護
者
に
「
高
校
生
等
通
学
定

期
代
補
助
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
中
学
生
議
会

で
も
、
吾
妻
線
の
活
性
化
の
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
と
し
て
、
吾
妻
線
の
活
性

化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
か
。

【
陸
斗
】
全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
と
こ
ろ
「
電
車
の
本
数
を
増
や

す
」「S

uica

の
設
置
」「
観
光
地
を
増

や
す
」「
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

【
凌
多
】
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
を
走
ら
せ

る
意
見
も
あ
り
、
写
真
を
撮
り
に
く

る
乗
客
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

IC
カ
ー
ド
対
応
改
札
機
設
置
の
要

望
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
莫
大
な
お

金
が
か
か
り
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
東
吾
妻
町
と

中
之
条
町
を
会
場
に
世
界
忍
者
学
会

が
開
か
れ
ま
す
。
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
に

も
力
を
入
れ
て
吾
妻
線
の
利
用
者
を

増
や
し
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

令和４年 12 月に予定されていた高校生議会はコロナまん延防
止のため中止となりましたが、高校生が東吾妻町と町議会につ

いて考えるせっかくの機会、参加を希望してくれた吾妻中央高

校の生徒さんに話を聞かせてもらいました。

小池陸斗さん（矢倉）
鈴木華音さん（長野原町）
片野凌多さん（三島）
割田菜々華さん（高山村）
磯部慎太郎さん（草津町）
篠原ななみさん（箱島）
＊篠原さんは残念ながら欠席でした。

  高
校
生
が議
会

　
　
　
　
　
　
　
に
聞
き
た
い
こ
と

高校生の感じる不便は、大人たちの将来
の不自由かもしれない。
　～高校生が町議会に聞きたいこと～
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交
通
弱
者
に
も
住
み
よ
い
町
に

す
る
た
め
に

【
華
音
】
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
減
ら

す
た
め
に
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
・
電
車

の
本
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

現
在
は
、
バ
ス
業
者
に
対
し
赤
字

分
の
補
助
金
を
交
付
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
バ
ス
の
利
用
者
が
少
な
く
、

乗
客
の
い
な
い
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
姿

を
見
る
の
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

よ
り
利
便
性
と
効
率
化
を
図
る
た

め
、
路
線
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
連

携
な
ど
を
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に

は
ど
ん
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

【
華
音
】
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
本

数
を
増
や
す
」
が
51
％
で
、
実
際
に
使

う
時
に
、
電
車
と
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
に

か
な
り
待
つ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
連
携

も
工
夫
し
て
も
ら
え
る
と
利
用
し
や
す

い
で
す
。
次
に
「
運
賃
の
引
き
下
げ
」

が
26
％
で
、「
運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
」

が
14
％
で
し
た
。

【
凌
多
】
バ
ス
の
運
行
状
況

が
わ
か
ら
な
い
と
乗
り
づ
ら

い
の
で
、
周
知
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る

人
は
つ
い
忘
れ
が
ち
な
視
点

で
す
が
、
年
を
取
り
免
許
を

返
納
し
た
将
来
の
自
分
た
ち

に
も
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
問

題
で
す
。

ふ
る
さ
と
祭
り
の
復
活
で

町
の
活
性
化
を

【
凌
多
】
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

さ
れ
た
ふ
る
さ
と
祭
り
の
再

開
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ふ

る
さ
と
祭
り
を
地
域
活
性
化

の
原
動
力
に
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
一

番
大
き
く
受
け
て
い
る
の
が
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
原
町
の
祇
園
祭
を
は

じ
め
と
し
た
各
地
の
伝
統
的
な
お
祭
り

の
多
く
も
３
年
間
中
止
が
続
い
て
い
ま

す
。
令
和
4
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
やM

TB

ラ
イ
ド
・
忍
び

登
山
な
ど
飲
食
を
伴
わ
な
い
屋
外
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
多
く
の
町
民
が
集
う
祭
り
の
開

催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

吾
妻
郡
の
医
療
の
中
核
と
な
る
原

町
赤
十
字
病
院
が
あ
る
東
吾
妻
町
で

は
、
医
療
従
事
者
の
負
担
を
減
ら
す

べ
く
イ
ベ
ン
ト
を
制
限
し
た
経
過
は
や

む
を
得
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出

や
地
域
と
の
交
流
の
場
が
減
り
残
念

と
い
う
声
も
多
く
あ
り
ま
す
。

【
凌
多
】
ふ
る
さ
と
祭
り
は
鼓
笛
や
吹

奏
楽
部
で
の
演
奏
な
ど
が
い
い
思
い
出

で
す
。

【
陸
斗
】
中
学
生
に
な
っ
て
も
友
達
と
行

き
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
大
会
が
懐
か
し
い
。

【
凌
多
】
子
ど
も
と
地
域
の
お
年
寄
り

の
交
流
の
場
が
減
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
祭
り
の
開
催
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
前
の
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
、

東
吾
妻
町
出
身
の
俳
優
・
町
田
啓
太

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ニ
コ
ニ
コ
町
会

議
が
同
時
開
催
さ
れ
、
吾
妻
線
を
利

用
し
た
多
く
の
来
場
者
が
下
車
し
、

会
場
だ
っ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

は
朝
か
ら
行
列
も
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
重
要
な

ふ
る
さ
と
祭
り
の
開
催
を
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
を
模

索
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

他
に
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は

あ
り
ま
す
か
。

【
凌
多
】
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
テ
レ
ビ

で
紹
介
し
て
PR
す
る
」「
原
町
駅
前
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
活
性
化
」「
移
住
対

策
・
空
き
家
バ
ン
ク
・
住
み
や
す
さ
の

ア
ピ
ー
ル
を
す
る
」
な
ど
の
意
見
が
で

ま
し
た
。

【
慎
太
郎
】
中
之
条
町
で
は
町
を
舞
台

に
し
た
ド
ラ
マ
をYouTube

で
公
開
し

て
い
ま
す
。
東
吾
妻
町
で
もYouTube

を
使
っ
て
ド
ラ
マ
の
配
信
を
し
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

【
菜
々
華
】
高
山
村
で
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
た
く
さ
ん
活
躍
し
て
い
ま

す
。
東
吾
妻
町
で
は
ど
う
で
す
か
。

　

高
山
村
は
９
名
の
隊
員
の
方
が
い

て
、活
躍
の
様
子
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

東
吾
妻
町
で
も
現
在
２
名
の
隊
員

が
、
ア
ガ
ッ
タ
ン
や
鳥
獣
害
対
策
の
仕

事
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
郡
内
で
も

少
な
い
方
で
す
し
、
活
動
の
周
知
も

も
っ
と
で
き
た
ら
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

盛大に開催された東吾妻ふるさと祭り（広報ひがしあがつま１６４号より）
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さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
き
、

地
域
活
性
化
に
は
若
い
人
の
力
が
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
イ

ベ
ン
ト
も
再
開
さ
れ
る
見
通
し
で
す
の

で
、
高
校
生
も
積
極
的
に
参
加
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

原
町
地
区
の
無
電
柱
化    

          　　  

の
メ
リ
ッ
ト
は
？

【
慎
太
郎
】
観
光
産
業
が
盛
ん
な
草
津

町
で
は
景
観
保
護
の
た
め
に
無
電
柱

化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
町
周
辺

は
あ
ま
り
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
な
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
東
吾
妻
町
が

実
施
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

　

電
柱
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
も
ち
ろ

ん
景
観
が
よ
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り

ま
す
。
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
い

で
、
城
の
形
の
役
場
庁
舎
も
見
え
る

の
で
、
景
観
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
も

重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
原
町
地
区
の
国
道
沿
い

の
一
部
で
行
わ
れ
て
い
る
無
電
柱
化

は
、
電
線
に
集
ま
る
カ
ラ
ス
や
ム
ク
ド

リ
の
ふ
ん
害
が
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ

で
す
。
冬
に
な
る
と
原
町
小
学
校
や

東
吾
妻
中
学
校
の
通
学
路
の
歩
道
が

ふ
ん
で
真
っ
白
に
な
り
、
衛
生
的
に
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
無
電
柱
化

す
る
こ
と
で
、
国
道
沿
い
の
歩
道
に
ふ

ん
が
落
ち
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
鳥
た
ち
の
居
場
所
が
変
わ
っ
た

だ
け
で
新
た
に
汚
れ
る
道
路
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
鳥
の
ふ
ん
害
は
、
高
崎
駅

周
辺
な
ど
都
市
部
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
簡
単
な
解
決
策
が

あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
環

境
問
題
を
考
え
れ
ば
駆
除
す
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

吾
妻
郡
内
で
は
、
他
に
ど
ん
な
野

生
動
物
の
問
題
を
耳
に
し
ま
す
か
。

【
慎
太
郎
】　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
農
作

物
の
被
害
」
が
60
％
、「
人
家
に
出
没
」

が
30
％
、「
ふ
ん
害
」
は
7.5
％
で
し
た
。

【
凌
多
】
前
は
家
の
近
く
で
猿
や
イ
ノ

シ
シ
が
出
た
け
ど
最
近
は
見
な
く
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
、
猿
に
発
信
器
を
つ
け
て
行
動
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
没
し
そ
う
な

場
所
を
特
定
し
、
追
い
払
う
こ
と
で
猿

の
出
没
が
少
な
く
な
っ
た
地
域
も
あ
り

ま
す
。
現
在
は
鹿
の
出
没
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

【
慎
太
郎
】
吾
妻
線
を
利
用
し
て
い
る

と
、
鹿
な
ど
の
線
路
へ
の
侵
入
で
、
電

車
が
遅
延
す
る
こ
と
が
か
な
り
の
頻
度

で
あ
り
大
変
で
す
。

　

自
然
豊
か
な
町
は
野
生
動
物
と
の

共
存
が
不
可
欠
で
、
今
後
も
対
策
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

税
金
の
使
い
道
は
？

【
菜
々
華
】
税
金
の
使
い
道
を
町
民
は

知
る
権
利
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
東

吾
妻
町
で
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
掲
示

し
て
い
ま
す
か
。

　

町
広
報
で
は
年
３
回
予
算
決
算
の

特
集
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
議

会
で
も
、
３
月
定
例
会
の
後
に
予
算
、

9
月
定
例
会
の
後
に
決
算
を
掲
載
し

た
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
に
若
い
人
に
は
、
広

報
や
議
会
だ
よ
り
は
読
ん
で
も
ら
え
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
こ
２
年
は
学
生

向
け
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
社
会
の

授
業
で
地
方
自
治
を
学
ぶ
中
学
校
３

年
生
に
議
会
だ
よ
り
を
贈
り
、
授
業

で
役
立
て
て
も
ら
う
な
ど
、
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
方
に
町
や
議
会
の
情
報
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
有
効
と
思
い
ま
す
か
。

【
菜
々
華
】全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
授

業
や
講
演
会
な
ど
を
開
く
」「
ア
ニ
メ
、

動
画
な
ど
をS

N
S

を
使
う
」「
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
で
広
告
す
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
授
業
や
講
演

会
を
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
動
画
に
し
て

配
信
す
る
方
法
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
税
金
の
な
い
町

を
体
験
し
て
み
る
」と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。税
金
の
な
い
町
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
学
校
の
先
生
の
給
料
は
誰
が
払
う
の

か
」「
高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
は
」

「
道
路
は
」「
公
園
は
」
⋮
⋮
今
と
は

少
し
違
う
世
界
が
想
像
で
き
そ
う
で

す
。

　

町
の
お
金
の
使
い
道
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
高
校
生
議
会
の
開
催

だ
け
で
な
く
、
議
員
が
高
校
に
出
向
い

て
授
業
に
参
加
し
、
高
校
生
と
町
づ

く
り
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
も

有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
企
画
に
対
し
全
校
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
準
備
万
端
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
臨
ん
で
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

無電柱化の進んだ原町の市街地

　

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
き
、

地
域
活
性
化
に
は
若
い
人
の
力
が
必

　

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
き
、

  高
校
生
が議
会

　
　
　
　
　
　
　
に
聞
き
た
い
こ
と
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笑顔の写真
　　ありがとうございました！

　表紙～２ページの春らしい光輝くような笑顔

の写真を、 ありがとうございました。 お名前の

掲載は省略させていただきます。

　引き続き 「議会だより」 の表紙に掲載する町

の 「風景」 や 「行事」 などの写真を募集します。

　町内で撮影された日常のスナップ写真も大歓

迎です。

　なお、 人物が特定される写真は、 その方の了

解を得てから応募してください。

　詳しくは、 東吾妻町議会ホームページをご覧

ください。 　→

次回は、６月 27 日〆切
爽やかな写真をお待ちしています！

 

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

や
要
望
を
「
請
願
」「
陳
情
」
と

し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

東
吾
妻
町
議
会
議
員
の
紹
介
が

あ
る
も
の
を
請
願
と
い
い
、
紹
介

の
な
い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と
提
出

方
法

・
受
付
締
切
日

　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議
会
運

営
委
員
会
の
前
日
（
土
・
日
・
祝

日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
の
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願（
陳
情
）の
表
題
、請
願（
陳

情
）
の
趣
旨
、
理
由
、
提
出
年
月

日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
署
名
（
ま
た
は

記
名
押
印
）

　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、
紹
介

議
員
の
署
名
（
ま
た
は
記
名
押

印
）、
あ
て
先
（
東
吾
妻
町
議
会

議
長
）

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局
（
議
長

宛
）

・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
各
委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告

議
員
（

政
治
家
）

の
寄
付
行
為
禁

止
に
つ
い
て
自
治
会
、
各
種
団

体
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　

議
員
が
町
内
の
お
祭
り
、
会
合
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
親
睦
旅
行
な
ど
に

対
し
て
、
寄
附
や
お
祝
い
、
飲
食
物

の
差
し
入
れ
な
ど
を
す
る
と
、
違
法

行
為
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
関
係
者
に
も
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

自
治
会
や
各
種
団
体
等
で
の
行
事

や
催
し
を
議
員
に
通
知
す
る
際
に

は
、
参
加
に
必
要
な
経
費
等
が
あ
る

場
合
は
、
会
費
等
を
明
示
し
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

5
月
13
日
よ
り
新
た
な
議
会
体
制

と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩井親水公園



　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
付

託
議
案
を
は
じ
め
と
し
た
審

査
・
調
査
を
行
い
、
各
委
員

か
ら
は
活
発
な
質
疑
・
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。 

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
の
注
目
事

業
の
一
つ
と
し
て
、「
忍
者
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
ザ
ス
パ
草

津
と
の
官
民
連
携
事
業
・
旧

坂
上
小
学
校
体
育
館
と
関
連

施
設
の
解
体
工
事
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 

　

ま
た
農
業
振
興
や
長
野
原

町
と
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
で
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
中
の
３
月
３
日
委
員

会
を
開
き
、
議
会
報
告
会
の

成
果
に
つ
い
て
総
括
を
行
い

ま
し
た
。
所
掌
の
範
囲
に
こ

だ
わ
ら
ず
広
く
町
の
現
状
と

将
来
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
お
考
え
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

小
水
道
の
整
備
や
野
鳥
の

ふ
ん
公
害
対
策
、
ア
ガ
ッ
タ

ン
の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
町

づ
く
り
の
基
本
部
分
に
つ
い

て
町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
い
く
べ
き
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
会
の
成
果
に
つ

い
て
は
、
私
た
ち
に
な
い
発

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ニ

水
族
館
設
置
な
ど
は
環
境
に

つ
い
て
思
い
を
寄
せ
る
機
会

と
し
て
実
現
が
待
た
れ
ま
す
。

　

ふ
た
つ
の
催
し
の
中
で
参

加
者
の
多
く
が
、
こ
の
町
は

良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
も
っ
と
PR
活
動
を
し

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
行
財
政
改
革
推
進
に
関
す

る
こ
と
】

　

委
員
か
ら
高
騰
す
る
電
気

料
金
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

庁
舎
で
は
使
用
制
限
を
設
定

し
て
い
る
こ
と
や
、
次
年
度

予
算
で
は
電
気
代
に
1.5
倍
の

予
算
を
見
越
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
公
共
交
通
問
題
に
関

す
る
こ
と
】

　

委
員
か
ら
バ
ス
タ
東
吾
妻

（
仮
）の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

他
の
同
様
施
設
や
様
々
な
情

報
を
調
査
し
、
民
間
資
金
活

用
方
式
（PFI

）
な
ど
も
含
め

て
検
討
す
る
こ
と
が
回
答
さ

れ
ま
し
た
。

各委員会からの活動報告

　

行
財
政
改
革

　
　
　

特
別
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号　 １８

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
株
）
ザ
ス
パ
と
の
包
括
連
携

協
定
締
結
式

大
き
く
姿
を
変
え
る
植
栗
交

差
点
付
近

淡
水
魚
の
ミ
ニ
水
族
館
を
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【
町
有
施
設
の
有
効
活
用
に

関
す
る
こ
と
】

　

執
行
部
か
ら
以
下
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
使
用
し
な
く
な
っ
た
借
地

は
順
次
返
却
し
て
い
く
こ
と
。

②
未
利
用
の
町
有
地
に
関
し

て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
、
民
間
事
業
者
５
者

か
ら
回
答
を
得
て
、
結
果
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
。

今
後
は
民
間
資
金
等
活
用
方

式
（PFI
）
も
含
め
た
様
々
な

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
。

③
町
内
２
箇
所
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
の
運
営
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
も
含
め
て
検
討
す
る

こ
と
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
②

に
つ
い
て
町
有
地
の
規
模
や

立
地
条
件
を
考
慮
し
た
判
断

を
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

 

議
会
で
は
、
予
算
決
算
特

別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
平

成
23
年
か
ら
取
り
組
み
、
当

時
の
先
進
地
で
あ
っ
た
玉
村

町
議
会
な
ど
を
視
察
し
、
調

査
を
始
め
ま
し
た
が
、
し
ば

ら
く
中
断
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
多
く
の
町
村
が

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
継
続
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
令
和
３
年
6
月
10
日

よ
り
再
度
調
査
研
究
す
る
こ

と
の
了
承
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
令
和
５
年
１
月

17
日
の
委
員
会
ま
で
に
は
結

論
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
定
例
会
で
は
、

全
員
で
予
算
案
に
対
す
る
議

案
調
査
を
す
る
形
で
、
全
員

協
議
会
の
中
で
執
行
部
に
対

し
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
の
具
体
的
な
政
策
を
最

終
決
定
す
る
議
会
の
中
で
、

予
算
決
算
の
審
議
は
最
も
重

要
な
使
命
で
す
。
未
来
の
町

の
た
め
に
今
ま
で
研
究
し
て

き
た
こ
と
を
参
考
に
、
次
の

段
階
へ
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
望
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
定
例
会
中

に
委
員
会
を
開
催
し
、
建
設

課
長
の
出
席
を
求
め
、
上
信

道
新
巻
イ
ン
タ
ー
に
接
続
さ

れ
る
県
道
の
新
巻
交
差
点
改

良
工
事
現
場
お
よ
び
町
道
植

栗
十
二
ヶ
原
線
（
上
信
道
工

事
用
道
路
）
の
新
設
区
間
の

現
地
お
よ
び
県
道
植
栗
伊
勢

線
改
良
工
事
、
竜
ヶ
鼻
切
土

部
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
に
、
総
務
・
企
画
・

上
下
水
道
・
社
会
教
育
各
課

長
の
出
席
を
求
め
、
上
信
道

関
連
の
電
柱
移
設
・
上
下
水

道
移
設
工
事
・
埋
蔵
文
化
財

調
査
等
の
報
告
を
受
け
、
情

報
を
共
有
し
ま
し
た
。

上
信
自
動
車
道
建
設

　

対
策
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

工事の進む県道植栗伊勢線

新
巻
公
民
館
で
の
説
明

各委員会からの活動報告



　

春
ら
ん
ま
ん
、
和
や
か
な
編

集
委
員
会
の
編
集
も
い
よ
い
よ

最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
発
行
は
続
き
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。（
樹
下
啓
示
）

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

委  

員  

長　

樹
下　

啓
示

　
　

副
委
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井
上
日
出
来
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発
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東

吾
妻

町
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会
　

編
集

／
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広
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特

別
委
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■ まちの声

東吾妻町ホームページ
https://www.town.higashiagatsuma.gunma.jp/

編
　
集
　
後
　
記

東吾妻町議会だより　令和５年５月１日　６９号 ２０

議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開され
ています。傍聴希望の方は、役場３階の議会
事務局までお越しください。

次回の定例会は６月 6 日開会予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

本会議 常委 常委 特委

11 12 13 14 15 16 17

特委
全協

本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　６月定例会予定表　　　

　コロナ禍の２年前に埼玉県から家族と東吾妻
町に戻ることを決め、「地元でもある東吾妻町
が好き」という想いから自分のキャリアで活か
せることはないか、町の役に立てることは何な
のか？をひたすら考えて起業を決意しました。
　東吾妻町のルネサンスラボは、新しい発見、
発信、コラボによって、町の価値を生み出して
いく元気創造業であり、町の町民による町民の
ためのプロダクトづくりや、発信をしていきた
いと思っています。
　「東吾妻町って何もないよね」という声をよ
く聞きますが、それは当たり前になりすぎて無
価値化しているだけだと思います。その価値に
まだ気付かないだけだと思っています。
　町の「これって価値あるじゃん！」を見つけ
だし、リプレースして価値を再び生み出して、
関わる人がハッピーになるビジネスをしていき
たいと思っています。だからルネッサンスなの
です。
　議会は、友人と何度か傍聴させていただいて

おりますが、傍聴のたびに普段の生活の中では
知り得ない町の動きを知ることができ、勉強に
なることばかりです。
　まだまだ小僧なので、町の皆さんにご指導を
日々いただいていますが、町のさまざまな方と
手を取り合って、町の発展のために精進してい
きたいと思います。

「東吾妻町のルネサンスラボ」とは……。
飲食業の会社を創業当時から 30 店舗まで作り上げる過程
で、出店・店舗運営・業態開発・教育制度やブランディ
ングに関ってきた富澤さんが、道の駅あがつま峡勤務や
農園のお手伝い、観光記事の執筆をしながら、Facebook
で東吾妻町の魅力を紹介、配信をしています。

【https://www.facebook.com/renaissnanceslab】　

「東吾妻町は好きですか？」

　富澤　雄河さん   （37 歳 / 岩下）

作
成
し
た
飲
食
店
の
チ
ラ
シ
を
持
つ

富
澤
さ
ん
（
左
）


